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研究全体の流れ研究全体の流れ((マナー・モラルマナー・モラル))

利用者のマナー意識に関する
基礎調査(02年9月)
都市駅2駅,首都圏中核都市駅2駅,地方都市駅2駅
約2700名

利用者利用者のマナー意識にのマナー意識に関する関する
基礎調査基礎調査(02(02年年99月月))
都市駅2駅,首都圏中核都市駅2駅,地方都市駅2駅
約2700名

特定の１支社管内に絞り込んだ
２次調査(03年7月)
4駅 約880名

特定の１支社管内に絞り込んだ特定の１支社管内に絞り込んだ
２次調査２次調査(03(03年年77月月))
4駅 約880名

モニター調査・ｸﾞﾙｰﾌﾟｲﾝﾀﾋﾞｭｰ調査
(03年10月)
03年7月調査の回答者から抽出した約80名

モニター調査・ｸﾞﾙｰﾌﾟｲﾝﾀﾋﾞｭｰ調査モニター調査・ｸﾞﾙｰﾌﾟｲﾝﾀﾋﾞｭｰ調査
(03(03年年1010月月))
03年7月調査の回答者から抽出した約80名

マナー意識の構造，年
代差，重要事項などの
抽出

マナーキャンペーンの
周知度、利用者が求め
る対策などの検討

対策案の評価
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利用者の不快認知にもとづく迷惑行為の分類利用者の不快認知にもとづく迷惑行為の分類

利用者の利用者の
不快認知に不快認知に
もとづく分類もとづく分類

犯罪・ルール違反行為
◇ 痴漢
◇ 駅員に対する暴力
◇ 酔客
◇ 窓からの席取り

犯罪・ルール違反行為犯罪・ルール違反行為
◇ 痴漢
◇ 駅員に対する暴力
◇ 酔客
◇ 窓からの席取り

美化・衛生の規範から
の逸脱行為
◇ 吸殻のポイ捨て
◇ 喫煙場所以外での喫煙
◇ ゴミなどのポイ捨て
◇ ガムの吐き捨て

美化・衛生の規範から美化・衛生の規範から
の逸脱行為の逸脱行為
◇ 吸殻のポイ捨て
◇ 喫煙場所以外での喫煙
◇ ゴミなどのポイ捨て
◇ ガムの吐き捨て

車内の強い規範からの
逸脱行為
◇ 脚を組んで座る
◇ 荷物による座席の占有
◇ 席を詰めない
◇ ドア付近での滞留

車内の強い規範からの車内の強い規範からの
逸脱行為逸脱行為
◇ 脚を組んで座る
◇ 荷物による座席の占有
◇ 席を詰めない
◇ ドア付近での滞留

車内での緩やかな規
範からの逸脱行為
◇ 車内での飲食
◇ 車内での化粧
◇ 携帯電話の使用
◇ 床座り

車内での緩やかな規車内での緩やかな規
範からの逸脱行為範からの逸脱行為
◇ 車内での飲食
◇ 車内での化粧
◇ 携帯電話の使用
◇ 床座り

乗降移動時の規範から
の逸脱行為
◇ 降車前の乗車
◇ 階段の通行区分の無視
◇ 割り込み乗車

乗降移動時の規範から乗降移動時の規範から
の逸脱行為の逸脱行為
◇ 降車前の乗車
◇ 階段の通行区分の無視
◇ 割り込み乗車

世代間の差異
が顕著
特に若いほど
迷惑度が低い

世代間の差異
が顕著
特に若いほど
迷惑度が低い

02年09月
03年07月調査より

山内香奈 他：鉄道における迷惑行為に対する利用者の認知および行動の分析,鉄道総研報告,18(2),2004
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対策案の評価対策案の評価

2

3

4

説得力 インパクト 好感度 注目度 望ましさ

各
観
点
の
平
均
評
点

評点内訳　1：ない　2：ややある　3：かなりある　4：非常にある

迷惑を受けた人の
声や姿を使って訴
求する

迷惑を受けた人の
声や姿を使って訴
求する

迷惑である理由と
当該行為が及ぼす
影響について文章
的記述を使い訴求
する

迷惑である理由と
当該行為が及ぼす
影響について文章
的記述を使い訴求
する

マナー川柳のよう
に短い言葉でユー
モアを使って訴求
する

マナー川柳のよう
に短い言葉でユー
モアを使って訴求
する

量的データを数値
やグラフで表現し
て訴求する

量的データを数値
やグラフで表現し
て訴求する

山内香奈 他：鉄道利用者のマナー意識の向上に有効な対策,19(1),2005



8
携帯電話の車内通話について携帯電話の車内通話について

53%

35%

33%

40%

13%

21% 4%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ルール化後

ルール化前

車内での携帯電話の使用ルールの明確化にともなう迷惑度・不快度の変化

非常に
迷惑に感じる

非常に
迷惑に感じる 迷惑に感じる迷惑に感じる あまり

迷惑に感じない

あまり
迷惑に感じない 迷惑に感じない迷惑に感じない
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駆け込み乗車駆け込み乗車
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研究全体の流れ研究全体の流れ((駆け込み乗車駆け込み乗車))

同一駅における対策実施前後の旅客の
行動観察調査
（橋本駅・淵野辺駅）

同一駅における対策実施前後の旅客の
行動観察調査
（橋本駅・淵野辺駅）

条件が異なる４駅における旅客の行動
観察調査
（町田駅・淵野辺駅　／　所沢駅・花小金井駅）

条件が異なる４駅における旅客の行動
観察調査
（町田駅・淵野辺駅　／　所沢駅・花小金井駅）

旅客を対象とした質問紙調査
（町田駅・淵野辺駅　有効回答数638人/1200人）

車掌を対象としたｸﾞﾙｰﾌﾟｲﾝﾀﾋﾞｭｰ調査
（東神奈川車掌区・八王子車掌　7人・5人）

車掌を対象とした質問紙調査
（東神奈川車掌区・八王子車掌区　295人）

依頼元の仮説検証
調査方法の探索

実態の把握
抑制策の検討

抑制策の試行
抑制効果の確認
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旅客を対象とした質問紙調査の回答者旅客を対象とした質問紙調査の回答者
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全　　633人

男性　369人
女性　264人

(人)

山内香奈 他：旅客の駆け込み乗車行動の実態とその意識に関する分析,鉄道総研報告,20(3),2006
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駆け込み乗車をしないことは守るべきルールか駆け込み乗車をしないことは守るべきルールか

51.4% 44.0%

0.3%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

絶対に守るべきやや守る必要がある

やや守る必要がない

まったく守る必要がない
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電車に乗るために駅構内を走った電車に乗るために駅構内を走った((最近最近11週間週間))
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山内香奈 他：旅客の駆け込み乗車行動の実態とその意識に関する分析,鉄道総研報告,20(3),2006
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駆け込み乗車の誘発要因・抑制駆け込み乗車の誘発要因・抑制要因要因((最近最近11週間週間))

 誘発要因  抑制要因 

※誘発要因と抑制要因を
　それぞれ3つ選択

自分の時計

発車標

駅の時計

他人の走り出し

入線の自動放送

入線する電車の姿

入線する電車の音

自分の時計

降車した旅客群

発車ﾒﾛﾃﾞｨｰ

ドア閉の自動放送

ドア閉の車掌放送

ドア閉

-50% -40% -30% -20% -10% 0% 10% 20% 30% 40% 50%

山内香奈 他：旅客の駆け込み乗車行動の実態とその意識に関する分析,鉄道総研報告,20(3),2006
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